
凡例及び注記について 

 

1.凡例 

 凡例の記号は下表のとおり。 

 
*φ20～φ50：橙色、φ75～φ125：赤色、φ150～φ250：緑色、φ350以上：青色 

 

 

2.注記 

 表記文字は次のとおりとする。 

＜注記の説明＞ 

 D（A）   (拡)     Ｓ４６  － １０ 

（管種  工事区分  工事年度  工事番号） 

対応する管路上に記載されており、①管種②工事区分③工事年度④工事番号の順で

記載されている。なお不明な情報については、記載していない。 

 

＜管種区分＞             ＜工事区分＞ 

記号 工事区分

(配) 配水管工事

(拡) 拡張事業

(給) 給水管工事

(修) 修繕工事

(代) 代用管

Ⓓ 

記号 管種詳細

AP 石綿セメント管

C 鋳鉄管

D ダクタイル鋳鉄管

D(Ｔ) ダクタイル鋳鉄管　T型

D(A) ダクタイル鋳鉄管　A型

D(K) ダクタイル鋳鉄管　K型

D(S） ダクタイル鋳鉄管　S型

D(SⅡ) ダクタイル鋳鉄管　SⅡ型

D（NS) ダクタイル鋳鉄管　NS型

D（GX) ダクタイル鋳鉄管　GX型

GP,SP 水道用鋼管

NCP ナイロンコート鋼管

PP ポリエチレン管

HPPE 配水用ポリエチレン管

SUS ステンレス鋼管

VLP ビニルライニング鋼管

HIVP 硬質塩化ビニル管

VP 塩化ビニル管


